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〈
環
境
行
政
〉

　
　
　

南
有
馬
の
ご
み
処
理

施
設
は
、
施
設
の
延
命
化
、

新
規
建
設
、
県
央
県
南
広
域

環
境
組
合
へ
の
全
地
区
参
加

の
、
３
案
か
ら
方
針
を
決
定

す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
方
針

は
。

　
　
　

将
来
的
に
は
、
県
央

県
南
広
域
環
境
組
合
で
処
理

す
る
方
向
性
で
決
定
し
た
。

　
　
　

県
央
県
南
広
域
環
境

組
合
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
度

で
、
現
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
委
託
契
約
が
切
れ
る
。
32

年
度
に
は
、
契
約
を
結
ば
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
今
後
施

設
改
修
等
を
含
め
、
ど
の
よ

う
な
ご
み
処
理
を
行
う
か
、

30
年
度
中
に
は
、
組
合
で
、

一
定
の
方
向
性
を
出
す
と
聞

い
て
い
る
。

　
　
　

し
尿
処
理
施
設
、
南

有
馬
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
進
捗
状

況
は
。

　
　
　

処
理
能
力
を
、
一
日

71
㎘
か
ら
１
３
０
㎘
に
上
げ

る
。
改
修
工
事
は
、
秋
か
ら

着
工
し
、
平
成
33
年
３
月
ま

で
に
完
成
す
る
予
定
だ
。

　
　
　

29
年
４
月
よ
り
、
有

家
か
ら
加
津
佐
ま
で
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
を
実
施

し
た
が
、
効
果
は
ど
う
か
。

　
　
　

２
週
間
に
１
回
は
、

自
宅
近
く
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
ご

み
出
し
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
た
と
思
う
。

　
　
　

７
町
に
は
、
各
町
に

粗
大
ご
み
の
収
集
場
所
が
あ

る
が
、
深
江
町
に
は
無
く
、

収
集
場
所
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

　
　
　
　
　
　

８
町
で
、
公

平
化
で
き
る
よ
う
、
前
向
き

に
検
討
す
る
。

〈
観
光
交
流
の
促
進
〉

　
　
　

旧
白
木
野
小
学
校
を

整
備
し
、
創
造
性
豊
か
な
地

域
づ
く
り
と
、
観
光
客
の
増

加
を
目
指
す
、
ア
ー
ト
ビ
レ

ッ
ジ
・
シ
ラ
キ
ノ
拠
点
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　

施
設
運
営
に
関

わ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
す
る
。
芸
術
家
が
滞
在

し
、
作
品
の
制
作
を
行
う
活

動
は
10
月
頃
、
工
房
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
活
用
、
多
様
な
教
室
、

講
座
開
始
に
つ
い
て
は
、
７

月
か
ら
。
ま
た　

白
木
野
地

区
の
文
化
を
伝
え
る
保
存
資

料
の
整
理
・
活
用
も
計
画
し

て
い
る
。

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
企
業
誘
致
と
創
業
支
援

　
・
南
島
原
ブ
ラ
ン
ド

　
・
多
様
な
農
業
の
展
開

　
・
合
併
特
例
債
の
延
長

吉田幸一郎議員

庁舎再配置
の方針は
庁舎再配置
の方針は
市長／当面は現状の3庁
舎を有効に活用していき
たい。

平
成
29
年
度
施
政
方
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状
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と
効
果
に
つ
い
て
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基
本
に
戻
っ
て
伺
う
。

世
界
文
化
遺
産
と
は
。
行
政

が
や
る
べ
き
こ
と
は
。
市
民

に
望
む
こ
と
は
。

　
　
　

世
界
遺
産
条
約
で
学

術
的
に
「
顕
著
な
普
遍
的
価

値
」
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

た
文
化
財
で
あ
る
こ
と
。

　

行
政
は
構
成
資
産
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
、
そ
の

価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

責
務
。

　

市
民
は
文
化
財
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
認
識
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
。

　
　
　

地
域
振
興
に
キ
リ
シ

タ
ン
館
設
置
、
駐
車
場
・
ト

イ
レ
整
備
、
原
城
跡
整
備
と

色
々
と
振
興
保
護
事
業
を
行

っ
て
き
た
。
次
は
物
産
館
と

い
う
拠
点
整
備
計
画
５
億
１
，

３
０
０
万
円
の
説
明
を
受
け

た
。
市
民
の
盛
り
上
が
り
が

少
な
い
。
伝
え
方
が
欠
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
民
に
認
識
を
深
め

て
も
ら
う
努
力
、
機
会
が
足

り
な
い
思
い
で
あ
る
。

　
　
　

原
城
跡
の
訪
問
客
数

を
、
ど
れ
く
ら
い
と
推
定
し

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

年
間
14
万
７
，

０
０
０
人
と
推
計
し
て
い
る
。

　
　
　

計
画
中
の
物
産
館
の

お
土
産
品
は
、
市
内
の
農
・

水
・
商
に
、
地
元
産
品
を
利

用
し
た
物
を
作
ら
せ
、
優
秀

作
品
は
優
先
的
に
納
品
で
き

る
と
か
、
加
え
て
現
商
品
で

も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
替
え
る
と

土
産
品
に
な
る
よ
う
な
、
企

画
展
を
行
う
こ
と
も
、
地
元

の
盛
り
上
が
り
の
方
法
で
も

あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　

地
域
物
産
開

発
支
援
事
業
・
創
業
支
援
事

業
な
ど
、
補
助
金
も
用
意
し

て
い
る
の
で
問
い
合
わ
せ
が

欲
し
い
。

　
　
　
　

な
ん
ら
か
の
仕
掛

け
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

合
併
前
に
、
市
の
名

称
を
公
募
し
た
時
に
は
、「
原

城
市
」
が
多
か
っ
た
。
世
界

遺
産
登
録
後
に
、
平
成
も
31

年
で
終
わ
る
。
書
類
の
変
更

も
生
ず
る
。
市
名
称
変
更
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
市
民
も
ま
だ
、

わ
だ
か
ま
り
を
持
っ
て
い
る

者
も
多
い
が
、
原
城
に
賭
け

て
み
な
い
か
。

　
　
　

現
在
、
南
島
原
市
の

名
称
で
事
業
展
開
を
し
、
一

応
定
着
し
て
い
る
の
で
、
今

は
変
更
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　

原
城
が
全
国
に
知
ら

れ
て
い
る
。
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